
大
伴
家
持
の
大
夫
精
神

一
安
積
皇
子
へ
の
挽
歌
を
め
ぐ
っ
て
一

島

田

裕

子

（職

j

 
人
間
は
誰
で
も
個
に
お
い
て
生
き
る
と
同
時
に
時
代
の
子
で
あ
る
。
家
持

ま
す
ら
を

の
大
夫
精
神
は
、
そ
の
作
品
に
繁
出
し
て
家
持
和
歌
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
ば

か
り
で
な
く
、
時
代
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
な
か
で
、
家
持
が
獲
得
し
て
い
っ
た

政
治
的
な
思
想
で
あ
り
、
そ
の
思
想
の
独
自
性
は
彼
の
人
と
な
り
を
う
か
が
う

も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
ま
た
作
歌
意
欲
の
旺
盛
な
越
中
時
代
に
形
成
さ
れ
る

点
で
、
彼
の
自
然
詠
の
好
情
性
と
も
、
な
ん
ら
か
の
相
関
関
係
が
あ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
文
学
と
実
人
生
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
以
下
、
安
積
皇

子
へ
の
挽
歌
を
中
心
に
、
家
持
の
大
夫
精
神
を
時
代
状
況
に
照
ら
し
つ
つ
考
え

て
い
き
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
（
二
）

 
 
 
 
 
 
 
ま
す
ら
を

 
家
持
の
和
歌
に
「
大
夫
」
と
い
う
こ
と
ば
が
現
れ
る
の
は
、
作
歌
年
代
不
明

の
相
聞
歌
、
 
「
大
夫
と
念
へ
る
吾
を
か
く
ば
か
り
み
つ
れ
に
み
つ
れ
片
念
を
せ

む
」
 
（
四
・
七
一
九
）
を
除
い
て
は
、
安
積
皇
子
の
挽
歌
（
三
・
四
七
五
～
四

八
○
）
が
初
出
で
あ
る
。
こ
の
「
大
夫
」
の
語
の
背
後
に
あ
る
思
想
は
、
越
中

時
代
の
大
夫
精
神
の
先
躍
を
な
し
て
い
る
。

 
安
積
皇
子
は
、
聖
武
天
皇
と
県
犬
養
広
刀
自
の
問
に
生
れ
た
。
 
『
続
日
本
・

紀
」
に
み
え
る
と
こ
ろ
で
は
聖
武
天
皇
に
は
、
立
后
し
た
光
明
子
以
外
に
四
人

の
夫
人
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
藤
原
武
智
麻
呂
の
女
（
闘
名
）
、
橘
言
為
の
女
広

岡
朝
臣
古
記
可
智
、
藤
原
房
前
の
女
（
汚
名
）
で
、
も
う
一
人
が
讃
岐
守
従
五

位
下
智
の
女
等
長
養
宿
祢
広
刀
自
で
あ
る
。
県
犬
養
広
刀
自
の
父
唐
は
、
光
明

子
の
父
不
言
等
の
よ
う
に
高
官
で
は
な
い
。
し
か
し
、
光
明
子
の
母
で
あ
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
）

不
比
等
の
正
妻
、
犬
養
三
千
代
と
同
じ
、
犬
養
氏
の
出
自
で
あ
る
。
安
積
皇
子

は
神
亀
五
年
に
誕
生
。
聖
武
天
皇
に
は
基
皇
子
に
続
く
男
子
誕
生
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
年
、
聖
武
天
皇
の
嫡
男
基
皇
子
が
満
一
歳
に
満
た
ず
し
て
病
死

し
た
。
聖
武
天
皇
の
皇
子
は
安
積
皇
子
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

藤
原
氏
は
、
反
藤
原
勢
力
が
安
積
皇
子
に
集
ま
り
力
を
の
ば
さ
な
い
よ
う
に
、

光
明
子
立
后
と
い
う
大
胆
な
策
に
切
り
換
え
た
。
内
親
王
で
な
い
光
明
子
が
立

后
す
る
の
は
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
神
亀
五
年
、
安
積
皇
子
誕
生
、
基
皇
子
天

折
か
ら
、
翌
六
年
長
屋
化
野
告
事
件
を
経
て
八
月
光
明
子
立
后
に
至
る
め
ま
ぐ

る
し
い
一
連
の
事
件
は
、
藤
原
氏
の
権
力
保
持
の
た
め
と
い
う
視
座
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
理
解
さ
れ
得
る
。
十
年
後
の
天
平
十
年
春
、
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后

（11）

大
伴
家
持
の
大
夫
精
神
 
-
安
積
皇
子
へ
の
挽
歌
を
め
ぐ
っ
て
ー



の
第
一
子
阿
部
内
親
王
が
女
性
な
が
ら
皇
太
子
と
な
り
、
安
積
皇
子
の
皇
位
継

承
権
は
、
そ
の
可
能
性
を
摘
み
と
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
天
平
九
年
、
遣
新

羅
使
の
一
行
が
持
ち
帰
っ
た
天
然
痘
の
大
流
行
に
よ
っ
て
、
武
智
麻
呂
、
房

前
、
宇
合
、
麻
呂
の
藤
原
四
兄
弟
が
急
逝
し
た
こ
と
で
新
た
な
局
面
を
迎
え

る
。
四
兄
弟
の
急
逝
で
藤
原
勢
力
は
空
白
と
な
り
、
皇
親
政
治
家
の
橘
諸
兄
の

時
代
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
諸
兄
の
母
は
県
犬
養
三
千
代
で
光
明
皇
后
と
は
異

父
兄
妹
に
あ
た
る
。
．
立
太
子
と
な
っ
た
阿
部
内
親
王
の
廃
朝
後
に
、
聖
武
天
皇

の
唯
一
の
皇
子
で
あ
る
安
積
皇
子
が
、
あ
る
い
は
そ
の
子
孫
が
皇
位
を
継
ぐ
可

能
性
が
強
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
犬
養
氏
を
母
方
に
す
る
諸
兄
、
安
積
皇
子
の

も
と
に
、
非
藤
原
勢
力
が
自
然
に
で
き
て
く
る
。
こ
れ
は
、
藤
原
系
の
阿
部
内

親
王
を
擁
護
す
る
藤
原
氏
、
と
く
に
仲
麻
呂
に
は
後
々
不
利
な
事
態
を
ま
ね
く

恐
れ
と
な
る
。
安
積
皇
子
の
急
逝
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
の
下
に
お
こ
る

の
で
あ
る
。
時
に
皇
子
、
十
七
歳
。
 
「
続
日
本
紀
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

あ
る
。

 
天
皇
行
幸
難
波
宮
。
以
知
太
政
官
事
従
二
位
鈴
鹿
王
。
民
部
卿
従
四
位
上
藤

 
原
朝
臣
仲
麻
呂
為
留
守
。
是
日
。
安
積
親
王
縁
脚
病
従
桜
井
頓
宮
還
。
丁
丑

 
墓
。
高
年
十
七
。
遣
従
四
位
下
大
市
王
。
紀
朝
臣
飯
麻
呂
等
。
監
護
喪
事
。

 
親
王
天
皇
之
皇
子
也
。
母
夫
人
正
三
位
縣
犬
養
宿
祢
廣
刀
自
。
従
五
位
下
唐

 
之
女
也
。
 
（
『
続
日
本
紀
」
天
平
一
六
年
閏
正
月
乙
亥
～
濃
縮
）

 
弥
永
貞
三
氏
は
、
安
積
皇
子
の
存
在
が
橘
氏
と
藤
原
氏
の
間
に
皇
儲
を
め
ぐ

る
対
立
を
ひ
き
起
こ
す
原
因
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
お
り
（
「
万
葉
の
貴
族
」

『
万
葉
集
大
成
」
第
五
巻
所
収
）
、
ま
た
横
田
健
一
氏
は
仲
麻
呂
に
よ
る
安
積

皇
子
暗
殺
説
を
「
安
積
皇
子
の
死
と
そ
の
前
後
」
 
（
『
南
都
仏
教
6
」
）
で
述

べ
て
い
る
。
安
積
皇
子
が
光
明
立
后
後
も
注
視
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
岸

俊
男
氏
、
北
山
茂
夫
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
と
ま
れ
、
安
積
皇
子
の
死
が
反
仲

麻
呂
派
の
諸
兄
、
奈
良
麻
呂
や
非
藤
原
勢
力
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
と

想
像
さ
れ
る
。
家
持
に
と
っ
て
も
安
積
皇
子
の
死
は
大
き
な
悲
し
み
を
も
た
ら
，

し
た
。

 
家
持
と
安
積
皇
子
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
、
巻
六
に
、

 
 
安
積
親
王
の
、
左
少
弁
藤
原
八
束
朝
臣
の
家
に
発
す
る
日
に
、
内
舎
人
大

 
 
伴
宿
望
家
持
の
作
る
歌
一
首

 
ひ
さ
か
た
の
雨
は
降
り
し
け
思
ふ
児
が
や
ど
に
今
夜
は
明
か
し
て
行
か
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
六
・
一
〇
四
〇
）

と
あ
る
。
年
月
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
後
の
配
列
か
ら
天
平
十
五
年
八
月

十
七
日
か
ら
年
末
ま
で
の
宴
席
歌
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
内
舎
人
で
あ
る
家

持
は
安
積
皇
子
の
お
伴
を
し
て
八
東
の
宴
に
列
席
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
天
．

平
十
六
年
春
正
月
に
は
、

 
 
同
じ
月
の
十
一
日
に
、
活
道
の
岡
に
登
り
、
一
株
の
松
の
下
に
集
ひ
て
飲

 
 
む
歌
二
首

 
一
つ
松
幾
夜
か
経
ぬ
る
吹
く
風
の
声
の
清
き
は
年
深
み
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
六
・
一
〇
四
二
）

 
 
 
右
の
一
首
、
市
原
王
の
作

 
た
ま
き
は
る
命
は
知
ら
ず
松
が
枝
を
結
ぶ
心
は
長
く
と
そ
思
ふ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
六
・
一
〇
四
三
）

 
 
 
右
の
一
首
、
大
伴
宿
学
家
持
の
作

と
あ
り
、
宴
の
主
人
が
誰
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
家
持
の
安
積
皇
子
挽

歌
の
「
我
が
大
君
 
皇
子
の
命
 
も
の
の
ふ
の
八
十
伴
の
男
を
 
召
し
集
へ

あ
ど
も
ひ
た
ま
ひ
 
朝
狩
に
 
鹿
猪
踏
み
起
こ
し
 
夕
狩
に
 
鶉
雑
踏
み
立
て
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大
御
馬
の
 
口
抑
へ
と
め
 
御
心
を
 
見
し
明
ら
め
し
 
活
道
山
」
 
（
三
・

四
七
八
）
と
い
う
表
現
か
ら
、
こ
の
宴
が
安
積
皇
子
が
活
道
山
に
狩
に
出
か
け
、

た
際
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
家
持
の
挽
歌
の
表
現
が
活
道
山
遊

猟
の
回
想
に
引
か
れ
て
お
り
、
こ
の
遊
猟
の
際
に
宴
が
催
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
安
積
皇
子
を
中
心
に
八
東
、
市
原
王
、
家
持
と
い
う

文
雅
の
グ
ル
ー
。
フ
が
浮
彫
し
て
く
る
が
、
藤
原
八
束
は
漢
詩
文
の
さ
か
ん
な
藤

原
氏
に
あ
っ
て
一
作
に
熱
心
で
家
持
と
も
以
前
か
ら
交
友
が
深
か
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
安
積
皇
子
、
藤
原
八
束
、
市
原
王
、
そ
れ
に
家
持
ら
内
舎
人
で
文

雅
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尾
山
篤
二
郎
氏
は
家
持
を
安

積
皇
子
付
き
の
内
舎
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
（
「
大
伴
家
持
の
研
究
」
）
、

疑
問
が
残
る
。
内
舎
人
は
職
員
令
に
「
掌
下
帯
レ
刀
宿
衛
。
供
二
奉
雑
使
一
。
若
賀

二
分
中
衛
前
後
上
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
に
近
侍
し
、
諸
種
の
指
使
を
掌

る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
今
二
親
王
。
宗
室
年
長
。
在
・
朕
既
重
。
実
加
二
褒
賞
［
。
深
須
二
丁
異
一
。
然

 
崇
レ
徳
之
道
。
既
有
二
旧
貫
一
。
貴
・
親
之
理
。
宣
無
二
於
今
一
。
其
賜
二
一
品
舎

 
人
親
王
一
。
内
舎
人
二
人
。
大
舎
人
四
人
〈
略
〉
二
品
新
田
部
親
王
。
内
舎

 
入
二
人
。
大
舎
人
四
人
。
 
 
 
（
『
続
日
本
紀
』
養
老
三
年
十
月
辛
丑
）

と
あ
る
よ
う
に
、
皇
子
が
内
舎
人
を
賜
わ
る
の
は
、
特
別
の
功
績
が
あ
っ
た
場

合
に
限
る
よ
う
で
あ
る
。
家
持
は
安
積
皇
子
付
き
の
内
舎
人
と
い
う
よ
り
、
む

し
ろ
八
束
の
文
雅
の
グ
ル
ー
プ
を
通
し
て
安
積
皇
子
と
接
触
し
親
し
く
奉
仕
し

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
文
雅
の
集
ま
り
で
の
交
流
を
通
し
て
、
家
持

は
歌
に
対
す
る
意
欲
、
大
伴
氏
の
嫡
出
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
て
い
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
安
積
皇
子
の
急
逝
の
報
に
家
持
の
悲
嘆
は
い
か

ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

大
伴
家
持
の
大
夫
精
神
一
安
積
皇
子
へ
の
挽
歌
を
め
ぐ
っ
て
一

（
三
）

 
十
六
年
甲
申
春
二
月
、
安
積
皇
子
の
嘆
ず
る
時
に
、
内
舎
人
大
伴
宿
禰
家

 
持
の
作
る
歌
六
首

か
け
ま
く
も
 
あ
や
に
恐
し
言
は
ま
く
も
 
ゆ
ゆ
し
き
か
も
 
我
が
大
君

皇
子
の
命
万
代
に
め
し
た
ま
は
ま
し
 
大
日
本
 
久
遍
の
都
は
 
う
ち
な

び
く
 
春
さ
り
ぬ
れ
ば
 
山
辺
に
は
 
花
咲
き
を
を
り
 
川
瀬
に
は
 
鮎
子

さ
走
り
 
い
や
日
異
に
 
栄
ゆ
る
時
に
 
お
よ
つ
れ
の
 
た
は
こ
と
と
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
っ
か
や
ま

白
た
へ
に
 
舎
人
よ
そ
ひ
て
 
和
束
山
御
輿
立
た
し
て
 
ひ
さ
か
た
の
 
天

知
ら
し
ぬ
れ
こ
い
ま
ろ
び
 
ひ
っ
ち
泣
け
ど
も
 
せ
む
す
べ
も
な
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
七
五
）

 
 
 
反
歌

我
が
大
君
天
知
ら
さ
む
と
思
は
ね
ば
お
ほ
に
そ
縮
け
る
和
束
杣
山

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
七
六
）

あ
し
ひ
き
の
山
さ
へ
光
り
咲
く
花
の
散
り
ぬ
る
ご
と
き
我
が
大
君
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
七
七
）

 
 
右
の
三
首
は
、
二
月
三
日
に
作
る
歌
。

か
け
ま
く
も
 
あ
や
に
恐
し
 
我
が
大
君
 
皇
子
の
命
 
も
の
の
ふ
の
 
八

十
伴
の
男
を
 
召
し
集
へ
 
あ
ど
も
ひ
た
ま
ひ
 
朝
狩
に
 
鹿
野
踏
み
起
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め

し
 
螢
狩
に
 
鶉
錐
踏
み
立
て
 
大
御
馬
の
 
口
抑
へ
と
め
 
御
心
を
 
畏

し
明
ら
め
し
 
活
道
山
木
立
の
茂
に
 
咲
く
花
も
移
ろ
ひ
に
け
り
世
の

申
は
か
く
の
み
な
ら
し
 
ま
す
ら
を
の
 
心
振
り
起
こ
し
 
剣
大
刀
 
腰
に

取
り
偏
ぎ
 
梓
弓
 
靱
取
り
負
ひ
て
 
天
地
と
 
い
や
等
長
に
 
万
代
に

か
く
し
も
が
と
 
頼
め
り
し
 
皇
子
の
御
門
の
 
五
月
蝿
な
す
 
騒
く
舎
人

（13）



 
は
 
白
た
へ
に
 
衣
取
り
着
て
 
常
な
り
し
 
笑
ま
ひ
振
舞
 
い
や
日
異
に

 
変
は
ら
ふ
見
れ
ば
 
悲
し
き
う
か
も
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
七
八
）

 
 
 
 
反
歌

 
愛
し
き
か
も
皇
子
の
命
の
あ
り
通
ひ
黒
し
し
華
道
の
道
は
荒
れ
に
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
七
九
）

 
大
伴
の
名
に
負
ふ
靱
帯
び
て
万
代
に
頼
み
し
心
い
つ
く
か
寄
せ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
八
○
）

 
 
 
右
の
三
首
は
、
三
月
二
十
四
日
に
作
る
歌
。

 
家
持
は
安
積
皇
子
の
死
を
い
た
ん
で
翌
月
二
月
三
日
に
一
篇
の
挽
歌
（
三
・

四
七
五
～
四
七
七
）
を
詠
む
。
ま
た
さ
ら
に
一
ヵ
月
余
後
に
長
篇
の
挽
歌
（
三

・
四
七
八
～
四
八
○
）
を
詠
む
。
そ
し
て
四
月
五
日
、
難
波
よ
り
紫
香
楽
へ
行

幸
さ
れ
た
聖
武
天
皇
の
一
行
と
は
別
に
、
平
城
の
故
宅
で
次
の
自
然
詠
歌
六
首

を
独
詠
ず
る
。

 
 
十
六
年
四
月
五
日
に
、
独
り
平
城
の
故
宅
に
居
り
て
作
る
歌
六
首

 
橘
の
匂
へ
る
香
か
も
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
夜
の
雨
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
三
九
一
六
）

ほ
と
と
ぎ
す
夜
声
な
つ
か
し
網
さ
さ
ば
花
は
過
ぐ
と
も
臨
れ
ず
か
鳴
か
む
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
三
九
一
七
）

 
橘
の
に
ほ
へ
る
園
に
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
と
人
告
ぐ
網
さ
さ
ま
し
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
三
九
一
八
）

 
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
は
古
り
ぬ
れ
ど
も
と
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
か
ず
あ
ら
な
く

 
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
三
九
一
九
）

 
鶉
鳴
く
古
し
と
人
は
思
へ
れ
ど
花
橘
の
に
ほ
ふ
こ
の
や
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
三
九
二
〇
）

 
か
き
つ
ば
た
衣
に
摺
り
付
け
ま
す
ら
を
の
着
襲
ひ
位
す
る
月
は
来
に
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
三
九
一
＝
）

 
 
 
右
の
六
首
の
歌
、
天
平
十
六
年
四
月
五
日
に
、
独
り
平
城
故
郷
の
旧
宅

 
 
 
に
居
り
て
、
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。

こ
れ
を
最
後
に
天
平
十
八
年
正
月
ま
で
一
年
半
以
上
の
沈
黙
に
い
た
る
。
家
持

は
失
意
の
時
に
あ
っ
て
二
篇
の
挽
歌
と
六
首
の
自
然
詠
歌
を
う
た
い
長
い
沈
黙

に
は
い
る
。
家
持
と
い
う
人
間
と
歌
と
の
関
係
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
十
余
首

の
歌
群
は
興
味
深
い
。
失
意
、
悲
嘆
の
な
か
に
あ
っ
て
人
は
そ
の
人
の
性
向
、

思
想
の
輪
隔
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
家
持
は
挽
歌
に
お
い
て

「
ま
す
ら
を
の
心
」
「
大
伴
の
名
に
負
ふ
」
と
い
う
大
夫
意
識
と
、
天
皇
の
伴

と
し
て
の
大
伴
氏
族
と
い
う
自
覚
を
は
じ
め
て
う
た
う
。
ま
た
奈
良
の
故
宅
に

閉
じ
こ
も
り
自
然
詠
を
連
作
独
詠
ず
る
。
天
平
十
三
年
四
月
「
…
…
三
首
の
短

歌
を
作
り
、
以
て
欝
結
の
緒
を
散
ら
さ
ま
く
の
み
し
」
 
（
一
七
二
二
九
一
一
、

題
詞
）
と
書
持
に
書
き
送
っ
た
家
持
で
あ
れ
ば
、
失
意
の
時
の
心
の
拠
り
所
と

し
て
、
歌
に
接
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
精
神
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
な
け
れ
ば
、
独
り
で
自
然
詠
歌
を
創
作
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

 
さ
て
、
安
積
皇
子
へ
の
挽
歌
は
親
王
の
死
と
い
う
点
か
ら
、
 
「
場
」
を
め
ぐ

っ
て
公
的
、
私
的
作
歌
の
両
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
て
い
る
。
安
積
皇
子
挽
歌
は

万
葉
挽
歌
史
の
流
れ
の
最
終
部
に
位
置
す
る
。
こ
れ
が
真
に
公
的
性
格
を
持
つ

な
ら
ば
、
後
歌
に
歌
わ
れ
る
大
夫
精
神
も
家
持
独
自
の
も
の
と
い
う
よ
り
周
囲

の
人
々
の
要
請
の
上
に
立
っ
て
歌
い
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。
家
持
の
大
夫

精
神
の
自
発
性
、
映
発
性
、
享
受
層
の
影
響
関
係
を
知
る
う
え
で
、
そ
の
成
立

状
況
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
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私
的
挽
歌
説
に
窪
田
空
穂
氏
（
『
万
葉
集
評
釈
玉
」
）
、
北
山
茂
夫
氏
（
『
大

伴
家
持
」
）
が
あ
り
、
殖
宮
の
挽
歌
で
あ
る
と
山
本
健
吉
氏
（
『
大
伴
家
持
」
）

は
公
的
挽
歌
説
を
出
し
て
い
る
。

 
殖
宮
の
挽
歌
と
い
う
説
に
つ
い
て
は
、
文
武
天
皇
の
、

 
慶
雲
四
年
六
月
苗
田
（
一
五
日
）
崩
。
 
〈
略
〉
壬
午
（
一
六
日
）
〈
略
〉
供
二

 
奉
濱
宮
事
一
。
 
〈
略
〉
自
二
初
七
［
至
二
七
々
一
。
於
二
四
大
寺
一
設
レ
斎
焉
。
十
一

 
月
丙
午
（
一
二
日
）
 
〈
略
〉
火
二
葬
於
飛
鳥
岡
一
。
甲
寅
（
二
十
日
）
。
奉
・

 
葬
二
於
檜
遭
際
古
山
陵
一
。

の
五
カ
月
問
の
積
宮
の
記
事
を
最
終
と
し
て
、
 
『
続
日
本
紀
』
に
は
積
宮
の
記

事
は
な
い
。
即
ち
、
養
老
五
年
十
月
三
雲
の
条
に
「
朕
（
元
明
）
崩
之
後
。

宜
下
灘
二
大
和
国
添
上
郡
蔵
宝
山
荘
良
果
コ
造
レ
竈
火
葬
上
…
…
」
と
い
う
元
明
天

皇
の
葬
儀
の
簡
素
化
を
命
じ
た
詔
の
あ
る
の
を
発
端
に
、

（
元
明
天
皇
）
 
養
老
五
年
＋
二
月
己
夘
（
七
日
）
崩
、
〈
略
〉
乙
酉
（
一
三

 
日
）
。
太
上
天
皇
二
二
於
大
倭
国
添
上
郡
椎
山
陵
一
。
不
・
用
二
面
儀
一
。
由
二
遺

 
詔
一
也
。

（
基
皇
太
子
）
 
神
亀
五
年
九
月
丙
午
（
＝
二
日
）
亮
。
壬
子
（
一
九
日
）

 
葬
二
十
那
富
山
一
。
 
〈
略
〉
為
二
太
子
幼
弱
一
々
レ
具
二
喪
礼
一
。

（
元
正
天
皇
）
 
天
平
二
十
年
夏
四
月
庚
申
（
二
一
日
）
崩
。
'
〈
略
〉
丙
寅

 
（
二
七
日
）
当
二
部
七
一
於
二
飛
鳥
寺
講
経
。
自
レ
是
之
後
毎
・
至
二
七
日
一
。
於
二

 
京
下
寺
一
諦
経
焉
。
事
序
（
二
八
こ
口
〈
略
〉
勅
天
下
悉
素
服
。
是
日
算
二
心

 
太
上
天
皇
於
佐
保
山
陵
一
。

（
聖
武
天
皇
）
 
天
平
勝
宝
八
年
五
月
乙
夘
（
二
日
）
崩
。
〈
略
〉
辛
酉
（
八

 
日
）
太
上
天
皇
初
包
蔵
二
七
大
寺
｝
調
経
塚
。
 
〈
略
〉
戊
辰
（
一
五
日
）
二
七

 
於
二
七
大
寺
「
諦
野
選
。
壬
申
（
一
九
日
目
奉
レ
葬
二
太
上
天
皇
於
佐
保
山
陵
一
。

大
伴
家
持
の
大
夫
精
神
 
-
安
積
皇
子
へ
の
挽
歌
を
め
ぐ
っ
て
一

と
、
元
明
天
皇
、
基
皇
太
子
は
初
七
日
、
元
正
天
皇
は
初
七
日
の
翌
日
、
聖
武

天
皇
は
二
七
の
す
ぐ
後
に
山
陵
に
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
崩
御
か
ら
山
陵
埋
葬
の

間
に
殖
宮
の
記
事
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
『
続
日
本
紀
」
の
記
載
は
、

残
宮
の
習
慣
が
元
明
天
皇
以
後
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
、
基
皇

太
子
の
葬
儀
の
後
に
位
置
す
る
神
亀
五
年
の
安
積
皇
子
に
直
宮
が
営
ま
れ
た
と

は
考
え
が
た
い
。

 
さ
て
、
安
積
皇
子
挽
歌
の
公
的
、
私
的
作
歌
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
篇
の

挽
歌
の
時
間
的
隔
た
り
、
表
現
の
質
的
相
違
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

 
前
歌
話
（
三
・
四
七
五
～
四
七
七
）
は
安
積
皇
子
の
逝
去
よ
り
二
十
日
余
、

仏
式
喪
事
で
の
三
七
日
の
忌
日
に
あ
た
る
。
文
武
天
皇
の
喪
事
に
「
自
二
初
七

至
七
々
、
於
二
四
大
寺
一
計
斎
忌
。
」
と
あ
り
、
ま
た
元
正
天
皇
の
喪
事
に
「
自

・
是
之
後
、
毎
レ
至
二
七
日
一
、
畠
田
京
下
寺
一
調
経
焉
。
」
と
い
う
記
事
が
み
え
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
）

こ
と
か
ら
、
三
七
日
の
忌
日
に
意
図
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
る
。

 
四
七
五
歌
で
は
、
先
行
の
類
句
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
「
か
け
ま
く
も
あ
や

に
恐
し
」
は
二
・
一
九
九
（
人
麻
呂
、
高
市
皇
子
挽
歌
）
、
十
三
・
三
三
二
四

（
作
者
未
詳
、
挽
歌
）
、
五
・
八
一
三
 
（
憶
良
）
に
類
似
表
現
が
あ
る
。
以

下
、
 
コ
言
わ
ま
く
も
ゆ
ゆ
し
き
か
も
」
は
六
・
九
四
八
（
作
者
未
詳
）
。
 
「
我

が
大
君
皇
子
の
命
」
は
二
・
一
六
七
（
人
麻
呂
、
日
並
皇
子
挽
歌
）
。
 
「
万
代

に
め
し
た
ま
は
し
」
は
二
・
一
七
一
（
日
並
皇
子
舎
人
、
挽
歌
）
。
 
「
お
よ
つ

れ
の
た
は
ご
と
か
も
」
は
三
・
四
二
〇
～
四
二
一
（
丹
生
王
、
石
田
王
挽
歌
）
、

七
・
一
四
〇
八
（
作
者
未
詳
、
挽
歌
）
。
 
「
白
た
へ
に
舎
人
よ
そ
ひ
て
」
は
二

・
一
九
九
（
人
麻
呂
、
高
市
皇
子
挽
歌
）
。
 
「
ひ
さ
か
た
の
天
知
ら
し
ぬ
れ
」
．

は
二
・
二
〇
〇
（
人
麻
呂
、
高
市
皇
子
挽
歌
）
。
 
「
こ
ひ
ま
ろ
び
ひ
っ
ち
泣
け

ど
も
せ
む
す
べ
も
な
し
」
は
十
三
・
三
三
二
六
（
作
者
未
詳
、
挽
歌
）
。
 
「
為
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む
す
べ
も
な
し
」
は
五
・
八
〇
四
（
憶
良
、
世
間
の
住
み
難
き
こ
と
を
哀
し
ぶ

る
歌
）
。

 
こ
の
よ
う
に
、
長
歌
、
特
に
挽
歌
の
語
句
を
広
く
取
り
入
れ
、
模
倣
的
な
要

素
が
強
い
。
ま
た
、
構
成
の
面
か
ら
も
、
安
積
皇
子
の
生
前
の
あ
り
様
を
暗
示

的
に
述
べ
、
続
い
て
急
逝
、
喪
送
、
悲
哀
と
い
う
い
わ
ば
人
麻
呂
以
来
の
宮
廷

挽
歌
の
伝
統
的
構
成
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

 
伊
藤
博
氏
は
前
歌
群
を
「
三
七
日
に
行
わ
れ
た
供
養
の
場
」
に
献
じ
ら
れ
た

「
公
的
な
歌
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
先
の
点
か
ら
考
え
て
も
伊
藤
氏
の
論
は

諾
わ
れ
る
。
家
持
は
種
々
の
遣
使
を
務
め
る
内
舎
人
と
し
て
皇
子
の
三
七
日
仏

事
に
お
い
て
歌
う
べ
く
前
歌
群
を
作
歌
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
後
篇
の
歌
学
に
つ
い
て
は
、
前
垂
群
の
製
作
よ
り
一
カ
月
半
も
後
で
七
七
日

を
過
ぎ
て
お
り
、
公
的
儀
式
と
の
関
連
は
考
え
ら
れ
な
い
。
表
現
の
上
で
、
先

行
類
句
と
の
関
連
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

 
四
七
八
歌
を
見
て
み
よ
う
。
 
「
か
け
ま
く
も
あ
や
に
恐
し
」
は
二
・
一
九
九

（
人
麻
呂
、
高
市
皇
子
挽
歌
）
に
類
似
表
現
を
持
つ
。
以
下
、
 
「
我
が
大
君
皇

子
の
命
」
は
二
・
一
六
七
（
人
麻
呂
、
日
並
皇
子
挽
歌
）
。
 
「
も
の
の
ふ
の
八

十
伴
の
男
を
」
は
四
・
五
四
三
（
金
村
、
行
幸
歌
）
、
六
・
九
二
八
（
金
村
、

行
幸
歌
）
、
六
・
九
二
八
（
金
村
、
行
幸
歌
）
、
六
・
九
四
八
（
作
者
未
詳
）
。

「
召
し
集
へ
あ
ど
も
ひ
た
ま
ひ
」
は
二
・
一
九
九
（
人
麻
呂
、
高
市
皇
子
挽

歌
）
。
 
「
朝
狩
に
鹿
猪
踏
み
起
こ
し
、
夕
狩
り
に
鶉
錐
踏
み
立
て
」
は
六
・
九

二
六
（
赤
人
、
吉
野
讃
歌
）
。
 
「
咲
く
花
も
移
ろ
ひ
に
け
り
、
世
の
中
は
か
く

の
み
な
ら
し
、
ま
す
ら
を
の
心
振
り
起
こ
し
、
剣
大
刀
腰
に
取
り
偏
き
」
は
五

・
八
〇
四
（
憶
良
、
世
間
の
住
み
難
き
こ
と
を
哀
し
ぶ
る
歌
）
。
「
梓
弓
靱
取

り
負
ひ
て
」
は
九
・
一
八
〇
九
（
虫
麻
呂
、
菟
原
処
女
歌
劇
）
。
 
「
天
地
と
い

や
霊
長
に
」
は
二
・
一
九
六
（
人
麻
呂
、
明
日
香
皇
女
挽
歌
）
。
 
「
万
代
に
か

く
し
も
が
も
と
」
は
六
・
九
二
〇
（
金
村
、
吉
野
行
幸
歌
）
、
十
三
二
二
三
二

四
（
作
者
未
詳
歌
、
挽
歌
）
。
 
「
五
月
蝿
な
す
融
く
舎
人
は
」
は
五
・
八
九
七

（
立
腹
）
。
 
「
白
た
へ
に
命
取
り
着
て
」
は
二
・
一
九
九
（
人
麻
呂
、
高
市
皇

子
挽
歌
）
。

 
反
歌
、
四
七
九
は
「
愛
し
き
か
も
皇
子
の
命
の
」
が
二
・
一
九
六
（
人
麻

呂
、
明
日
香
皇
女
挽
歌
）
、
三
・
四
五
四
（
甘
食
軍
、
大
伴
旅
人
挽
歌
）
に
類

似
表
現
を
持
つ
。
 
「
あ
り
通
ひ
翻
し
し
」
は
六
・
九
三
六
（
赤
人
、
印
南
野
行

幸
歌
）
。
 
「
道
は
荒
れ
に
け
り
」
は
二
・
二
三
二
（
金
村
）
と
い
う
先
行
類
句

が
あ
る
。

 
前
歌
群
が
人
麻
呂
の
挽
歌
の
構
想
、
表
現
を
下
敷
き
に
し
て
い
た
の
に
対

し
、
後
歌
群
は
趣
を
異
に
す
る
。
特
に
金
村
や
赤
人
の
行
幸
歌
の
表
現
を
多
く

取
り
入
れ
て
、
皇
子
へ
の
讃
歌
と
忠
誠
、
大
夫
精
神
へ
と
荘
重
に
つ
な
げ
て
行

く
。
前
歌
群
の
挽
歌
が
、
挽
歌
の
正
統
的
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
た
公
的
性
格
の
強

い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
歌
群
の
挽
歌
は
、
家
持
自
身
の
私
的
な
感
慨

が
色
濃
い
。

 
「
…
…
我
が
大
君
 
皇
子
の
命
 
も
の
の
ふ
の
 
八
十
伴
の
緒
を
 
召
し
集

へ
 
あ
ど
も
ひ
た
ま
ひ
 
朝
狩
に
 
鶉
雑
踏
み
立
て
 
大
御
馬
の
 
口
試
へ
と

め
 
御
心
を
 
早
し
明
ら
め
し
 
活
道
山
…
…
」
 
と
い
う
表
現
は
、
赤
人
の

「
朝
狩
に
鹿
猪
踏
み
起
こ
し
、
夕
狩
に
鶉
雑
踏
み
立
て
」
 
（
六
・
九
二
六
、
吉

野
讃
歌
）
と
い
う
表
現
を
受
け
継
い
で
い
る
。
が
、
こ
こ
に
歌
わ
れ
た
活
道
山

遊
猟
は
天
皇
の
行
幸
と
は
違
っ
て
私
的
な
も
の
で
あ
り
、
回
想
を
共
有
す
る
人

々
も
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
一
般
性
の
乏
し
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
億
良
の
「
世
間
の
住
み
難
き
こ
と
を
哀
し
ぶ
る
歌
」
（
五
・
八
〇
四
）
の

（16）



世
の
申
の
 
す
べ
な
き
も
の
は
 
年
月
は

流
る
る
ご
と
し

 
㈲

と
り
続
き

追
ひ
来
る
も
の
は
 
百
種
に
 
せ
め
寄
り
来
る
 
娘
子
ら
が
 
娘
子
さ
び
す

ど
 
韓
玉
を
 
手
本
に
巻
か
し
（
或
は
こ
の
句
あ
り
、
云
は
く
「
白
た
へ
の

袖
振
り
か
は
し
 
紅
の
 
赤
裳
裾
引
き
」
）
よ
ち
子
ら
と
 
手
携
は
り
て

遊
び
け
む
（
略
）
面
の
上
に
 
い
つ
く
ゆ
か
織
が
来
り
し
く
一
に
云
ふ
、

「
常
な
り
し
 
笑
ま
ひ
眉
引
き
 
咲
く
花
の
 
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
世
の
申

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

 
は
 
か
く
の
み
な
ら
し
」
〉
ま
す
ら
を
の
男
さ
び
す
と
 
剣
大
刀
 
腰
に
取

 
り
偏
き
 
さ
つ
弓
を
 
手
握
り
持
ち
て
…
…

の
㈲
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
に
「
ま
す
ら
を
の
 
心
振
り
起
こ
し
 
剣
大
刀
 
腰

に
取
り
楓
き
」
と
使
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
憶
良
の
「
ま
す
ら
を
」
が
、
㈲
の

「
娘
子
ら
が
娘
さ
び
す
と
」
の
対
句
と
し
て
単
に
男
子
と
い
う
ほ
ど
の
意
で
用

い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
家
持
は
「
ま
す
ら
を
の
心
振
り
起
こ
し
」
と
「
ま

す
ら
を
」
の
倫
理
的
な
面
を
強
調
し
て
改
変
す
る
。
こ
の
改
変
は
大
い
に
注
目

さ
れ
る
。
ま
た
、
終
わ
り
の
反
歌
、

 
大
伴
の
名
に
負
ふ
載
帯
び
て
万
代
に
頼
み
し
心
い
つ
く
か
寄
せ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
八
○
）

の
「
大
伴
の
名
に
負
ふ
」
と
い
う
表
現
は
氏
族
の
個
の
表
出
と
し
て
宮
廷
挽
歌

の
公
的
性
格
と
は
合
い
い
れ
な
い
。

 
構
成
の
上
か
ら
も
、
活
道
山
遊
猟
の
回
想
、
安
積
皇
子
へ
の
奉
仕
と
期
待
、

急
逝
の
嘆
き
、
大
伴
の
言
挙
げ
と
い
っ
た
骨
組
み
で
作
歌
さ
れ
て
お
り
、
皇
親

及
び
旧
伴
造
系
氏
族
の
人
々
の
共
感
を
呼
ぶ
性
格
が
強
い
。

 
以
上
の
点
か
ら
後
歌
群
は
、
私
的
な
性
格
が
強
く
、
活
道
山
遊
猟
の
回
想
を

共
有
す
る
人
々
、
即
ち
安
積
皇
子
の
文
雅
の
グ
ル
ー
プ
の
内
輪
の
集
宴
の
場
に

大
伴
家
持
の
大
夫
精
神
 
-
安
積
皇
子
へ
の
挽
歌
を
め
ぐ
っ
て
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
）

提
供
さ
れ
た
歌
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
安
積
皇
子
の
文
雅
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き

て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
皇
子
の
消
失
を
嘆
く
長
歌
を
こ
の
よ
う
な

グ
ル
ー
プ
の
集
宴
に
提
供
す
る
た
め
に
作
歌
す
る
こ
と
は
十
分
考
え
う
る
。

 
以
上
、
安
積
皇
子
挽
歌
の
公
開
性
を
め
ぐ
っ
て
家
持
の
大
夫
精
神
に
一
応
の

ふ
る
い
を
か
け
た
。
後
歌
群
に
あ
ら
わ
れ
る
大
夫
精
神
は
公
的
な
要
請
に
よ
っ

て
儀
礼
的
に
歌
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
独
自
の
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
交
友

グ
ル
ー
。
フ
の
共
感
を
母
胎
と
し
て
現
れ
た
と
い
え
る
。

 
内
容
の
上
か
ら
も
家
持
の
大
夫
精
神
に
検
討
を
加
え
た
い
。
 
「
も
の
の
ふ
の

八
十
伴
の
緒
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
が
、
生
前
の
皇
子
に
従
う
廷
臣
を
こ
の
よ

う
に
表
現
す
る
の
は
、
笠
金
村
の
行
幸
歌
（
四
・
五
四
三
、
六
・
九
二
八
）
等

に
わ
ず
か
に
見
出
さ
れ
る
。
天
皇
の
行
幸
に
従
賀
す
る
廷
臣
た
ち
を
表
わ
す
宮

廷
長
歌
の
表
現
を
家
持
は
か
か
る
場
面
で
意
識
的
に
選
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。 

「
も
の
の
ふ
の
八
十
伴
の
緒
」
と
い
う
表
現
は
、
．
笠
金
村
の
神
亀
元
年
の
紀

伊
行
幸
従
賀
の
歌
に
「
天
皇
の
行
幸
の
ま
に
ま
物
部
の
八
十
伴
の
緒
と
出
で
行

き
し
愛
し
夫
は
…
…
」
 
（
四
・
五
四
三
）
、
同
じ
く
神
亀
二
年
の
難
波
行
幸
磯

回
歌
に
「
…
…
味
漬
の
原
に
も
の
の
ふ
の
八
十
伴
の
緒
は
い
ほ
り
し
て
都
な
し

た
り
旅
に
は
あ
れ
ど
も
」
 
（
六
・
九
二
八
）
と
あ
り
、
ま
た
神
亀
四
年
の
「
諸

王
諸
臣
子
等
に
勅
し
て
授
刀
寮
に
散
禁
せ
し
め
し
時
作
れ
る
歌
」
 
（
六
・
九
四

八
）
と
「
奈
良
の
故
郷
を
悲
し
び
て
作
れ
る
歌
」
 
（
六
・
一
〇
四
七
）
に
露
胎

表
現
を
も
つ
。
「
も
の
の
ふ
の
八
十
伴
の
緒
」
は
、
天
皇
に
仕
え
る
百
官
の
官

僚
の
こ
と
を
指
す
が
、
そ
の
表
現
を
分
解
し
て
由
来
を
考
え
て
み
る
と
、
ま

ず
、
 
「
も
の
の
ふ
」
は
職
分
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
朝
廷
に
仕
え
た
部
族
で
、
そ

の
数
の
多
い
と
こ
ろ
が
ら
「
八
十
氏
」
 
（
一
・
五
〇
、
三
・
二
六
四
）
と
も
い
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つ
た
。
 
「
伴
の
緒
」
は
『
神
代
記
」
に
、
 
「
爾
天
童
屋
命
、
布
刀
玉
命
、
煉
革

受
売
命
、
樹
影
許
堅
靱
売
命
、
玉
祖
命
、
耕
せ
て
五
伴
緒
を
支
ち
加
へ
て
、
天

降
し
た
ま
ひ
き
」
と
あ
り
、
 
『
古
事
記
伝
」
で
は
、
 
「
伴
緒
は
其
ノ
部
属
の
長

を
云
称
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
『
神
代
紀
」
で
は
、
「
一
書
に
曰
く
＜
略
〉
天

照
大
神
乃
ち
天
津
彦
彦
火
環
瑳
杵
尊
に
〈
略
〉
中
臣
の
上
阻
天
児
屋
命
、
忌
部

の
上
祖
太
郎
命
、
嫁
女
の
上
祀
天
鋼
女
早
、
鏡
作
の
上
棟
石
凝
姥
命
、
玉
作
の

上
祀
玉
屋
命
、
凡
て
五
部
神
を
以
て
配
へ
侍
ら
し
む
」
と
あ
り
、
天
児
屋
命
尽

下
五
紳
を
「
五
部
沸
」
と
い
っ
て
い
る
。

 
「
も
の
の
ふ
の
八
十
伴
の
緒
」
と
い
う
表
現
に
は
「
も
の
の
ふ
の
八
十
氏
」

よ
り
も
、
旧
辞
的
発
想
が
濃
厚
で
あ
る
。
初
出
年
の
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
を

考
え
て
み
れ
ば
、
そ
の
四
年
前
、
即
ち
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
「
日
本
書

紀
』
が
選
上
さ
れ
て
い
る
。
 
『
古
事
記
』
は
八
年
前
、
和
銅
五
年
（
七
＝
一
）

に
選
上
さ
れ
た
。
七
一
〇
年
か
ら
七
二
〇
年
の
問
は
、
帝
紀
・
旧
辞
の
修
史
事

業
が
一
応
の
完
成
を
み
た
画
期
的
な
時
期
で
あ
り
、
笠
金
村
の
「
も
の
の
ふ
の

八
十
伴
の
緒
」
と
い
う
表
現
も
そ
の
よ
う
な
社
会
的
、
文
化
的
状
況
を
抜
き
に

し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
家
持
は
旧
辞
的
発
想
の
濃
い
宮
廷
長
歌

の
表
現
を
遊
猟
の
際
の
皇
子
に
従
う
廷
臣
た
ち
に
用
い
、
し
か
も
こ
の
表
現
は

反
歌
四
八
○
の
「
大
伴
の
名
に
負
ふ
靱
」
と
い
う
旧
辞
的
発
想
表
現
と
呼
応
し

て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
長
歌
の
な
か
ほ
ど
に
「
ま
す
ら
を
の
心
振
り
起
こ
し

…
…
」
以
下
、
「
皇
子
」
に
か
か
る
長
い
序
詞
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
意
識
は
反

歌
に
よ
っ
て
掘
り
お
こ
さ
れ
、
大
夫
の
心
と
し
て
明
確
に
言
挙
げ
さ
れ
る
。

 
さ
て
、
反
歌
で
あ
る
が
、
家
持
は
こ
こ
で
「
大
伴
の
名
に
負
ふ
靱
帯
び
て
万

代
に
頼
み
し
救
い
つ
く
か
寄
せ
む
」
と
歌
う
。
 
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
左
京
神
別

に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

 
大
伴
宿
祢
、
高
堂
産
霊
命
五
玉
孫
、
天
質
詔
命
之
後
弓
。
初
天
孫
彦
火
環
環

 
杵
尊
神
賀
之
降
也
、
天
運
日
命
、
大
来
目
零
立
二
於
御
前
「
降
二
於
日
向
高
千

穂
峯
一
。
然
後
以
二
大
来
目
一
任
二
天
靱
負
事
一
。
天
靱
負
之
號
十
二
於
比
一
也
。

 
雄
略
天
皇
御
世
、
以
二
天
靱
負
一
賜
二
大
連
公
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
『
新
撰
姓
氏
録
」
左
京
神
別
中
）

こ
の
大
連
公
と
は
、
大
伴
連
室
屋
の
こ
と
で
あ
り
、
大
伴
氏
に
は
天
王
負
と
い

う
名
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

 
家
持
は
大
伴
氏
の
始
祖
伝
承
に
基
づ
い
て
「
大
伴
の
名
に
負
ふ
載
」
と
天
皇

家
と
の
古
い
結
び
つ
き
を
歌
い
あ
げ
る
。
家
持
の
家
系
は
、
大
化
以
前
、
と
く

に
五
・
六
世
紀
よ
り
軍
事
的
な
伴
造
の
首
長
の
流
れ
で
あ
っ
た
。
皇
子
に
よ
せ

る
心
の
在
り
様
は
、
 
「
大
伴
の
名
に
負
ふ
」
、
「
靱
帯
び
て
」
と
軍
事
的
な
伴

造
の
族
長
の
血
を
ひ
く
も
の
の
誇
り
に
み
ち
た
勇
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
し
か

し
、
奈
良
朝
の
廷
臣
な
い
し
舎
人
は
も
は
や
こ
の
よ
う
な
白
玉
で
は
な
い
。
こ

こ
で
は
、
大
伴
氏
と
い
う
家
系
の
伝
統
に
立
っ
て
の
意
識
の
表
出
な
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
伴
造
意
識
に
基
く
忠
誠
心
を
う
た
い
あ
げ
る
も
の
は
、
概
観

す
る
か
ぎ
り
で
は
後
期
万
葉
歌
に
ほ
と
ん
ど
例
を
み
な
い
。

（
四
）

 
家
持
の
大
夫
精
神
の
特
異
性
に
つ
い
て
、
先
に
銀
髪
ふ
れ
た
が
、
そ
れ
が
実

際
に
特
異
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
が

加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
「
ま
す
ら
を
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
あ
る
。
 
「
尊
敬

に
値
す
る
立
派
な
男
子
、
人
並
す
ぐ
れ
て
強
い
男
子
」
と
い
う
解
釈
（
『
時
代

別
国
語
大
辞
典
〈
上
代
編
〉
」
）
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
契
沖
の
「
男
子
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の
総
名
ナ
リ
」
 
（
「
万
葉
代
匠
記
」
）
や
「
健
康
な
男
子
」
と
す
る
折
口
信
夫

氏
（
『
万
葉
集
辞
典
」
）
等
。
ま
た
官
僚
貴
族
と
す
る
川
崎
庸
之
、
西
郷
信

綱
、
上
田
正
昭
氏
の
説
も
あ
る
。
遠
藤
宏
氏
は
「
ま
す
ら
を
」
の
原
義
は
す
ぐ

れ
た
男
で
あ
る
が
、
万
葉
の
「
ま
す
ら
を
」
の
条
件
と
し
て
階
層
と
し
て
は

官
人
階
級
で
あ
り
、
内
面
的
に
は
道
徳
倫
理
規
範
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。

（
「
作
者
未
詳
歌
と
『
ま
す
ら
を
」
意
識
」
、
 
『
論
集
上
代
文
学
」
第
一
冊
所

収
） 

稲
岡
耕
二
氏
は
、
ま
す
ら
を
論
の
多
様
性
は
、
「
ま
す
ら
を
」
の
内
実
の
多

様
性
に
あ
る
と
し
、
歴
史
的
な
変
遷
の
相
を
奪
え
よ
う
と
す
る
。
稲
岡
氏
の
論

は
こ
れ
ま
で
の
ま
す
ら
を
論
に
時
極
性
、
通
時
性
と
い
う
新
し
い
視
座
を
据
え

た
点
で
注
目
さ
れ
る
。
 
（
「
軍
王
作
歌
の
論
1
『
遠
神
」
 
『
大
夫
」
の
意
識

を
申
心
に
一
」
 
『
国
語
と
国
文
学
」
昭
四
八
・
二
）
。

 
氏
は
「
ま
す
ら
を
」
の
語
は
本
来
剛
強
の
意
を
表
し
て
い
た
が
、
人
麻
呂
以

降
に
大
夫
表
記
が
多
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
壬
申
の
乱
以
後
の
現
神
思
想
と
密

接
に
結
び
つ
い
て
生
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
即
ち
中
央
集
権
制
を
支
え
る

天
皇
の
忠
臣
と
し
て
の
「
ま
す
ら
を
」
で
あ
り
、
官
人
意
識
が
強
く
現
れ
て
い

る
と
す
る
。
そ
し
て
剛
強
の
意
を
包
摂
し
て
い
た
は
ず
の
「
ま
す
ら
を
」
の
語

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
す
ら
を

が
次
第
に
そ
の
意
味
を
減
じ
て
い
っ
た
裏
に
「
大
夫
」
を
支
え
て
い
た
官
僚
社

会
の
体
質
の
変
化
、
例
え
ば
風
流
化
な
い
し
遊
蕩
化
を
考
え
る
。
ま
た
「
ま
す

ら
を
」
が
官
僚
と
し
て
の
男
子
一
般
に
拡
大
し
た
こ
と
も
あ
げ
る
。

 
確
か
に
大
夫
表
記
の
「
ま
す
ら
を
」
が
万
葉
集
に
登
場
す
る
の
は
、
人
麻
呂

以
後
で
あ
り
、
「
ま
す
ら
を
」
と
い
う
語
彙
自
体
も
そ
れ
よ
り
さ
し
て
古
い
も

の
で
は
な
か
ろ
う
。
 
「
ま
す
ら
を
」
が
大
化
の
改
新
を
経
て
、
壬
申
の
乱
後
高

揚
を
み
る
現
神
思
想
と
関
係
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

大
伴
家
持
の
大
夫
精
神
 
一
安
積
皇
子
へ
の
挽
歌
を
め
ぐ
っ
て
一

 
 
壬
申
の
乱
の
平
定
ま
り
に
し
以
後
の
歌

 
大
君
は
神
に
し
ま
せ
ば
赤
駒
の
腹
這
ふ
田
居
を
都
と
成
し
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
・
四
二
六
〇
）

と
い
う
壬
申
の
乱
の
功
臣
、
大
伴
御
行
の
有
名
な
歌
や
、
そ
れ
に
続
く
人
麻
呂

の
天
皇
讃
歌
は
、
現
神
思
想
の
高
揚
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
壬
申
の
乱
が
近
江

朝
に
反
遇
す
る
伴
京
染
豪
族
の
不
満
を
す
く
い
取
る
形
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
諸

家
に
言
わ
れ
て
い
る
（
北
山
茂
夫
『
万
葉
の
時
代
」
）
。
そ
れ
故
に
天
武
朝
の

体
質
が
、
こ
れ
ら
豪
族
の
族
長
意
識
の
高
揚
と
族
長
の
長
、
大
王
と
し
て
の
天

皇
へ
の
忠
臣
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
生
成
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
現
神

思
想
で
あ
り
、
大
夫
の
意
識
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
大
夫
の
意
識
は
天
武
庫
を

構
成
す
る
旧
自
学
系
の
豪
族
即
ち
高
級
官
僚
の
間
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
上

田
氏
ら
の
言
う
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
が
律
令
体
制
の
確
立
、
官
僚
社
会
の
確
立

と
と
も
に
下
級
官
人
層
に
も
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
夫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
す
ら
を

の
も
つ
倫
理
的
側
面
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 
「
大
夫
の
聡
き
心
も

今
は
な
し
恋
の
奴
に
我
は
死
ぬ
べ
し
」
 
（
作
者
未
詳
、
一
二
・
二
九
〇
七
）
と

「
ま
す
ら
を
」
と
は
男
々
し
く
、
恋
に
も
思
い
乱
れ
ず
、
し
っ
か
り
し
た
聡
い

心
を
も
つ
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
大
丈
夫
た
る
内
的
倫
理
性
が
認
め
ら
れ
る
。
大

陸
よ
り
伝
来
し
た
儒
教
思
想
の
影
を
万
葉
の
「
ま
す
ら
を
」
か
ら
取
り
去
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
の
儒
教
的
倫
理
性
が
あ
っ
た
ゆ
え
に
「
ま
す
ら
を
」
は
官

人
階
層
全
体
の
高
揚
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
浸
透
し
、
約
一
世
紀
弱
に
わ

た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
歌
い
続
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
時
代
の

浸
蝕
の
中
で
空
疎
化
し
、
風
流
の
大
夫
、
官
人
一
般
の
呼
称
と
化
し
た
こ
と
も

認
め
ら
れ
る
。

 
そ
し
て
、
ま
た
、
旧
来
の
「
ま
す
ら
を
」
の
思
想
が
体
制
側
か
ら
繰
り
返
し

（19）



鼓
舞
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
も
ま
た
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。

 
 
大
 
夫

 
ま
す
ら
を
の
靹
の
音
す
な
り
も
の
の
ふ
の
大
臣
楯
立
つ
ら
し
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
・
七
六
 
 
一
兀
明
御
製
）

 
 
大
 
夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
 
夫

 
ま
す
ら
を
の
行
く
と
い
ふ
道
そ
凡
う
か
に
思
ひ
て
行
く
な
ま
す
ら
を
の
伴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
六
・
九
七
四
 
聖
武
御
製
）

 
 
 
 
 
 
 
ま
す
ら
を

天
皇
の
忠
臣
た
る
「
大
夫
」
と
い
う
思
想
は
、
こ
の
二
人
の
天
皇
に
よ
っ
て
天

皇
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
て
い
る
以
外
に
は
、
後
期
万
葉
に
は
、
大
伴
池
主
の

「
天
離
る
 
鄙
も
治
む
る
 
ま
す
ら
を
や
…
…
」
 
（
一
七
二
二
九
七
三
）
と
家

持
の
「
大
君
の
 
任
け
の
ま
に
ま
に
 
ま
す
ら
を
の
 
心
振
り
起
こ
し
…
…
」

（一

ｵ
・
三
九
六
二
）
、
 
「
大
君
の
 
任
け
の
ま
に
ま
に
 
し
な
ざ
か
る
 
越

を
治
め
に
 
出
で
て
来
し
 
ま
す
ら
我
す
ら
…
…
」
 
（
一
七
・
三
九
六
九
）
、

「
ま
す
ら
を
の
心
思
ほ
ゆ
大
君
の
命
の
幸
を
聞
け
ば
貴
み
」
 
（
一
八
・
四
〇
九

五
）
な
ど
の
一
連
の
歌
が
呼
応
し
て
い
る
ほ
か
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方

で
ま
す
ら
を
の
思
想
が
高
揚
的
な
思
想
で
な
く
徐
々
に
空
疎
化
し
、
拡
散
す
る

と
い
う
傾
向
が
深
ま
る
反
面
、
王
権
の
側
か
ら
は
、
旧
来
の
「
大
夫
」
の
思
想

を
鼓
舞
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
奈
良
朝
の
ま
す
ら
を
意
識

の
揺
れ
を
そ
の
ま
ま
物
語
っ
て
お
り
、
そ
の
裏
面
に
あ
る
社
会
の
蕩
揺
す
ら
を

も
映
し
だ
し
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
ま
す
ら
を
の
意
識
の
変
遷
を
み
て
く
る
と
、
家
持
の

旧
伴
造
意
識
に
基
く
天
皇
へ
の
忠
臣
と
い
う
「
大
夫
」
の
思
想
は
、
そ
の
正
統

に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
言
い
か
え
れ
ば
旧
来
の
高
揚
的
な
大
夫
思
想
に
近
似
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 
安
積
皇
子
へ
の
挽
歌
で
う
た
わ
れ
た
家
持
の
大
夫
精
神
は
越
中
赴
任
と
い
う

申
央
政
界
か
ら
隔
た
っ
た
地
で
育
ま
れ
、
天
成
感
宝
元
年
（
七
四
九
）
五
月
に

「
陸
奥
国
に
金
を
出
す
詔
書
を
賀
ぐ
歌
」
 
（
一
八
・
四
〇
九
四
）
へ
と
、
さ
ら

に
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）
六
月
の
「
族
に
呈
す
歌
」
 
（
二
〇
・
四
四
六

五
）
へ
と
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
安
積
皇
子
挽
歌

で
の
大
夫
精
神
の
雨
芽
と
そ
の
あ
り
様
を
述
べ
る
に
と
ど
め
、
越
中
時
代
以
降

の
大
夫
精
神
の
深
化
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

A1注vt

（
2
）

（
3
）

岸
俊
男
「
光
明
立
后
の
史
的
意
義
」
、
 
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
所

収
（
塙
書
房
、
昭
四
一
）

伊
藤
博
「
十
六
巻
本
万
葉
i
万
葉
集
の
構
造
と
成
立
1
」
、
 
『
古

代
和
歌
史
研
究
2
」
所
収
（
塙
書
房
、
昭
四
九
）

青
木
生
子
「
宮
廷
挽
歌
の
終
焉
」
 
（
文
学
、
昭
四
〇
・
四
）
。
 
「
万
葉

挽
歌
論
』
 
（
塙
書
房
、
昭
五
九
）

（20）


